
うさぎのように

野
や

菜
さ い

をモリモリ

食
た

べよう！ 

 

保護者 様 

しょくいくだより 

 

 あけましておめでとうございます。楽
たの

しい冬休
ふゆやす

みを過
す

ごせましたか？ いよいよ学年
がくねん

最後
さ い ご

の学期
が っ き

となりました。

新型
しんがた

コロナウイルスやインフルエンザなどの感染症
かんせんしょう

を防
ふせ

ぐには、きちんと手
て

を洗
あら

うこと、食事
しょくじ

をしっかり食
た

べる

こと、ストレスや疲
つか

れをためないことが重要
じゅうよう

です。 

また、1月
がつ

には『学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

』があります。12月
がつ

にアンケートをとったリクエスト献立
こんだて

が登場
とうじょう

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 内 発 １ ０ ６ 号 

令和５年１月１１日 

大阪府立八尾支援学校 

冬
ふゆ

休み中
やすみちゅう

に生活
せいかつ

リズムが乱
みだ

れてしまった人
ひと

はいませんか？年末
ねんまつ

年始
ね ん し

は

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

が乱
みだ

れやすく、食
た

べすぎや運動
うんどう

不足
ぶ そ く

などで太
ふと

りやすい時期
じ き

です。

規則正
きそくただ

しい食生活
しょくせいかつ

を心
こころ

がけるとともに意識
い し き

して体
からだ

を動
うご

かし、“正月
しょうがつ

太
ぶと

り” 

を解消
かいしょう

しましょう。 
 

 

調味料
ちょうみりょう

を使
つか

い過
す

ぎない よくかんで 

味
あじ

わって食
た

べる 
腹
はら

八分目
はちぶんめ

を心
こころ

がける 主食
しゅしょく

とおかずを 

バランスよく食
た

べる 

 

冬
ふゆ

が旬
しゅん

の野
や

菜
さい

は、寒
さむ

さで凍
こお

らないよう、細
さい

胞
ぼう

に「糖
とう

」を 

蓄
たくわ

えるため、甘
あま

く感
かん

じます。また、雪
ゆき

がたくさん降
ふ

る地
ち

域
いき

では、「越
えっ

冬
とう

野
や

菜
さい

」といって、秋
あき

に収
しゅう

穫
かく

する野
や

菜
さい

をそのまま埋
う

めておき、

雪
ゆき

の中
なか

で保
ほ

存
ぞん

する方
ほう

法
ほう

があります。寒
さむ

さで野
や

菜
さい

の甘
あま

味
み

やうま味
み

が増
ま

し

て、よりおいしくなるそうです。冬
ふゆ

ならではの野
や

菜
さい

の甘
あま

味
み

、ぜひ味
あじ

わ

ってみてください。 

 

学
がっ

校
こう

で食
た

べる給
きゅう

食
しょく

は、単
たん

なる昼
ひる

ごはんではなく、栄
えい

養
よう

バランスのとれた豊
ゆた

かな食
しょく

事
じ

を通
とお

して、 

健
けん

康
こう

に良
よ

い食
しょく

事
じ

のとり方
かた

、地
ち

域
いき

の産
さん

業
ぎょう

や食
しょく

文
ぶん

化
か

、食
た

べ物
もの

とそれに関
かか

わる人
ひと

への感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちな

ど、さまざまなことを学
まな

ぶための教
きょう

材
ざい

となるものです。このように、現
げん

在
ざい

ではさまざまな教
きょう

育
いく

的
てき

効
こう

果
か

が期
き

待
たい

され

る学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

ですが、もともとは、おなかをすかせた子
こ

どもたちのために、学
がっ

校
こう

で昼
ひる

ごはんを提
てい

供
きょう

したことが始
はじ

ま

りでした。そんな学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

がたどった歴史
れ き し

を見
み

てみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

は大督寺
だいとくじ

というお寺
てら

の中
なか

にあり、お坊
ぼう

さんたちが米
こめ

や

野菜
や さ い

、魚
さかな

などで食事
しょくじ

を作
つく

って、

無償
むしょう

で提供
ていきょう

していました。 

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は、明治
め い じ

２２年
ねん

に山形県
やまがたけん

鶴岡町
つるおかちょう

（現在
げんざい

の鶴岡市
つるおかし

）の私立
し り つ

忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

で、貧
まず

しい家庭
か て い

の子
こ

どもたちに昼 食
ちゅうしょく

を提
てい

供
きょう

したことが発祥
はっしょう

とされています。その後
ご

、給 食
きゅうしょく

の取
と

り組
ぐ

みは全国
ぜんこく

各地
か く ち

へと広
ひろ

がりましたが、戦争
せんそう

の影響
えいきょう

で食 料
しょくりょう

が不足
ふ そ く

し、実施
じ っ し

できなくなってしまいました。 

戦後
せ ん ご

、子
こ

どもたちの栄養
えいよう

状態
じょうたい

を改善
かいぜん

しようと、アメリカの LARA 

（アジア救援
きゅうえん

公認
こうにん

団体
だんたい

）という民間
みんかん

団体
だんたい

から贈
おく

られた物資
ぶ っ し

を使
つか

い、

給 食
きゅうしょく

が再開
さいかい

されました。昭和
しょうわ

21 年
ねん

12 月
がつ

24 日
か

に贈呈式
ぞうていしき

が行
ぎょう

われた 

ことを記念
き ね ん

して、この日
ひ

を「学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

感謝
かんしゃ

の日
ひ

」としましたが、冬休
ふゆやす

みに重
かさ

なるため、 

昭和
しょうわ

25年度
ね ん ど

からは１月
がつ

24 日
か

～30 日
にち

の１週間
しゅうかん

を「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」とすることが 

定
さだ

められました。 

アメリカから寄贈
き ぞ う

された小麦粉
こ む ぎ こ

を使
つか

い、

「パン・ミルク・おかず」の完全
かんぜん

給 食
きゅうしょく

が都市部
と し ぶ

で初
はじ

めて実施
じ っ し

され、昭和
しょうわ

27年
ねん

からは全国
ぜんこく

で始
はじ

まりました。 

昭和
しょうわ

29年
ねん

には「学校
がっこう

給 食 法
きゅうしょくほう

」が制定
せいてい

され、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

の

法的
ほうてき

根拠
こんきょ

が明確
めいかく

になり、教育
きょういく

活動
かつどう

として実施
じ っ し

されることにな

りました。その後
ご

、時代
じ だ い

に合
あ

わせて給 食
きゅうしょく

の内容
ないよう

もだんだんと

変化
へ ん か

していきました。 

社会
しゃかい

環境
かんきょう

の変化
へ ん か

とともに、子
こ

どもたちを取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

も大
おお

きく変化
へ ん か

し、

近年
きんねん

では食
しょく

習慣
しゅうかん

の乱
みだ

れや偏
かたよ

った食事
しょくじ

による肥満
ひ ま ん

、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の増加
ぞ う か

など、

健康
けんこう

状態
じょうたい

が心配
しんぱい

されるようになりました。そんな中
なか

、平成
へいせい

１７年
ねん

に「食育
しょくいく

基本法
きほんほう

」が制定
せいてい

され、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は食育
しょくいく

を推進
すいしん

するための「生
い

きた教材
きょうざい

」と

しての役割
やくわり

も担
にな

うようになりました。 


